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6,300経営体

87.5%
(平成30年度) (令和2年度)

68.8%
(令和3年度)

10.1日

-33.3%
(令和2年度) (令和3年度)

58件
62件

59件
(令和元年度)

24
31人

(令和3年)

6,279経営体 6,026経営体
(令和元年度) (令和2年度)

  令和４年度政策評価・施策評価基本票

➊幼少期から，地域を支える幅広い産業（仕事）を身近に感じ，変化する環境に柔軟に対応できる能力を身
に付けた若者が，宮城で働き，安定した収入を得て，地域に根付いて暮らしています。
➋様々な人が，子育てや介護といったライフステージを経ながらも，自らのキャリアプランを持ち，いつでも学
び，いきいきと働くことができる環境が整備されています。また，企業も国内外から人材を呼び込み，「働く人
の多様性」を生かしたビジネスにより，新しい価値を創出し，地域産業の活性化に結び付けています。
❸個人や企業が，就業や創業，新分野進出，事業承継といった形で市場ニーズへの対応や地域課題の解決
を実現することで，産業のイノベーションと新陳代謝が図られ，地域産業の持続可能性が高まっています。

-1,204.8%

(令和元年)

達成状況
（達成率は初期値から目標値までの進捗割合を示したもの）

初期値
達成率

-5.3%62.0%

35.0%

県事業費 99,306,292千円

目標指標

60.1% 60.0%
（設定年度）

実績値

8.5日

（測定年度） (令和６年度）

3.6% 3.7%
4.8% 8.3%

9.6日

800.0%
(令和元年度) (令和2年度)

158人 174人
160人

43人 -50.0%
(令和元年度) (令和3年度)

48人 42人
88人 -15.0%

(令和元年度) (令和3年度)

35人

評価対象年度 施策評価シート

目指す
宮城の姿

(施策目標）

年度
令和３年度

（決算(見込)額）

実現に向け
た方向性

◇教育機関と産業界が連携し，多様な場面で子どもたちが地域の産業に触れる機会を創出しながら，県内
での就職・就業や定着を促進するとともに，デジタル化の進展や今後の技術の急速な進歩，普及に対応でき
る高度な専門性や創造性などを身に付けた産業人材を育成します。
◇女性や高齢者等が様々な制約がある中でも柔軟に働き続けることができる環境の整備や，高度外国人材
など働く人の多様性を活用した事業展開，企業の事業継続力の強化の支援などに取り組み，企業の経営リ
スクの回避と新たなビジネスチャンスの創出を促進します。
◇必要な時に必要な能力を身に付け，生涯働くことを通じて社会で活躍できるよう，高等教育機関や行政，
産業界などが連携し，学びなおしなどの教育システムやキャリアアップに向けた体制整備，利用拡大を進め
ます。
◇創業や制度資金，人材の確保・育成，円滑な事業承継など，事業アイデアの実現や経営力の強化に向け
た多様な支援制度の充実を図ります。

決算（見込）額
（千円）

政策
産業人材の育成と産業基盤
の活用によって持続的な成
長の基礎をつくる

令和６年度
（決算(見込)額）

施策番号 4 施策名
時代と地域が求める産業人材の育成と活躍できる環境
の整備

令和４年度
（決算(見込)額）

令和５年度
（決算(見込)額）

令和３年度

施策担当
課室

産業人材対策課

目標値

34.7%32.6%

(令和元年度) (令和3年度)

21

22

27

28

29

30

就業率（%）

高校生の県内製造業就職率（%）

年次有給休暇の取得日数（日）

キャリアアップに向けた人材育成等を目的としたプログ
ラム推進件数（件）

開業率（%）

認定農業者数（経営体）

23 第一次産業における新規就業者数（農業）（人）

25 第一次産業における新規就業者数（林業）（人）

26 所定外労働時間数（時間）

第一次産業における新規就業者数（水産業 ）（人）

10.2時間 9.5時間
8.7時間 46.7%

(令和元年度) (令和3年度)
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